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　この学生作品は、学生が集う談話室のために誂えて設計し、24脚をグループ制作した椅子と窓際のテーブルです。椅子の
脚部は、マット上で移動する際の滑りやすさに配慮して、そりの脚に似たデザインにしました。背板と座板は緩やかな曲面で
身体をそっと支えるように考慮し、布地の色彩は鮮やかな赤を選びました。北陸の冬を明るくしたいという願いが込められ
ています。 
　翌平成16年度の授業では、同じ談話室の窓際にテーブルを制作しました。アンケートの結果、手に持った荷物を置く場所
がほしいという要望と、隣に座った人との間にある程度のスペースが欲しいという意見とを取り入れて、凹部分を設計し
ました。木質の軽快な凹凸のリズムを壊さないように、脚部はできる限り細いステンレスの棒材で制作して控えめに構成し
てあります。 

あつら 

　３大学の再編・統合により、富山大学は日本海側でも有数の大規模な総合大学となりました。同時にぐっと多様になった富山大
学の姿やその可能性を、広くタイムリーにお知らせすべく誕生したのが、この広報誌 Tom's Press（トムズ プレス）です。 
　新大学発足を特集した創刊号・第２号に続き、第３号以降の編集方針や内容については、旧富山大学の広報誌 Tom's Magazine
をご愛読くださった皆様のご協力のもとアンケート調査を実施し、大いに参考とさせていただきました。この場を借りて深く感謝
申し上げます。 
　編集チームの合い言葉は「ヒトが見える、顔が見える」、そして「わかる！楽しい！元気になる！」です。大規模な大学だからこそ、
大学に集う一人ひとりの魅力や個性をいきいきと伝えること。幅広い読者の皆さんにとって読みやすく、楽しい誌面にすること。
そして多くの方が参加可能な大学の行事や生活情報についても発信し、伝え手・読み手の双方がもっと元気になれること。それが
私たちの目標です。 
　今回からはアンケートはがきを綴じ込んでおります。ご感想や今後の誌面へのリクエストなど、是非お気軽にお寄せください！ 

（林 夏生） 
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各大学等が実施している大学教育の改善に資する取組を、
さらに充実・発展させる特色ある優れた取組を選定・支援すると
ともに、広く社会に情報提供を実施するもの。 

特
色
あ
る
大
学
教
育
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
特
色
G
P
）
 

学
内
を
学
生
作
品
で
埋
め
つ
く
そ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
 

「
学
内
を
舞
台
と
し
た
実
践
型
も
の
づ
く
り
教
育
」
 

現
代
的
教
育
ニ
ー
ズ
取
組
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
現
代
G
P
）
 

炉
端
談
義
方
式
に
よ
る
地
場
産
業
活
性
化
授
業
 

「
地
場
産
杉
を
使
用
し
た
イ
ン
テ
リ
ア
・
家
具
の
提
案
」
 

特
色
あ
る
大
学
教
育
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
特
色
G
P
）
 

創
造
性
豊
か
な
技
術
者
を
志
す
学
生
の
連
携
に
よ
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
 

「
も
の
づ
く
り
を
支
え
る
工
学
力
教
育
の
拠
点
形
成
」
 

芸
術
文
化
学
部
 

芸
術
文
化
学
部
 

工
　
学
　
部
 

とは……？ 

各種審議会からの提言等、社会的要請の強い政策課題に
対応したテーマ設定を行い、各大学等から応募された取組の
中から、特に優れた教育プロジェクトを選定し、財政支援を行う
ことで、高等教育の活性化が促進されることをめざしたもの。 

とは……？ 
 

特色GPは大学教育の工夫改善について継続的に実績をあげ
ている取組を選定するもので、現代GPは実績がなくても、今後の
計画性に効果が認められる取組を選定するという違いがある。 

特色GPと 
現代GPの 

違い 

き
っ
と
あ
る
。
 

「
何
で
、こ
ん
な
勉
強
を
す
る
の
か
わ
か
ら
な
い
」
。
 

「
こ
の
勉
強
が
、社
会
で
何
の
役
に
立
つ
ん
だ
ろ
う
」
と
、感
じ
た
こ
と
。
 

で
き
る
こ
と
な
ら
、勉
強
は
楽
し
い
方
が
い
い
し
、 

そ
の
大
学
に
し
か
な
い
独
自
の
魅
力
が
あ
っ
た
方
が
、絶
対
い
い
。
 

 文
部
科
学
省
で
は
、大
学
改
革
へ
の
取
組
を
支
援
す
る
た
め
、 

各
大
学
の
優
れ
た
取
組
を
選
定
・
支
援
す
る
事
業
と
し
て
、 

平
成
15
年
度
に
「
特
色
あ
る
大
学
教
育
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム（
特
色
G
P
）」
、 

翌
16
年
度
に
「
現
代
的
教
育
ニ
ー
ズ
取
組
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム（
現
代
G
P
）」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
 

G
P
と
は
、「
G
o
o
d
 
P
r
a
c
t
i
c
e
」
の
略
で
、「
優
れ
た
実
践
」
を
意
味
す
る
。
 

 ―
―
と
い
う
背
景
が
あ
っ
て
、 

富
山
大
学
で
は
、「
特
色
G
P
」
２
件
、「
現
代
G
P
」
２
件
の
取
組
が
採
択
さ
れ
た
。
 

今
回
は
、そ
の
中
か
ら
、３
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
。
 

た
だ
い
ま
進
行
中
の
、ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
”も
の
づ
く
り
“プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
 

な
ん
だ
か
、お
も
し
ろ
い
こ
と
に
な
っ
て
き
た
。
 

 

個
人
的
感
性
を
表
現
し
、見
た
目
の
感
覚
的
評
価
に
終
始
す
る
美
術
教
育
で
は

な
く
、使
い
手
の
視
点
に
立
っ
た
も
の
づ
く
り
へ
。こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、キ
ャ
ン
パ
ス

を
模
擬
社
会
の
一
つ
と
し
て
と
ら
え
、「
生
活
者
の
視
点
を
持
っ
た
も
の
づ
く
り
の
担

い
手（
作
り
手
）を
育
成
す
る
」
こ
と
、「
大
学
環
境
の
充
実
に
よ
っ
て
豊
か
な
生
活

者（
使
い
手
）を
養
成
す
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
動
き
出
し
た
↓
４
P
へ
続
く
。
 

銅
器
や
漆
器
な
ど
、長
期
的
な
停
滞
傾
向
に
あ
る
伝
統
地
場
産
業
の
活
性
化
を

め
ざ
し
た
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。「
炉
端
談
義
方
式
に
よ
る
地
場
産
業
活
性
化
授
業
」

に
は
、鋳
込
み
の
場
に
関
係
者
が
集
ま
り
、実
際
に
も
の
に
ふ
れ
な
が
ら
議
論
を
深

め
て
い
こ
う
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。「
地
場
産
杉
を
使
用
し
た
イ
ン
テ

リ
ア
・
家
具
の
提
案
」
は
、炉
端
談
義
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
進
行
し
て
い
る
取
組
の
一

つ
で
あ
る
↓
６
P
に
続
く
。
 

も
の
づ
く
り
を
重
視
し
て
、創
造
性
を
育
成
す
る
学
生
参
加
型
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
富
山
大
学
、新
潟
大
学
、長
崎
大
学
の
３
大
学
工
学
部
が
共
同
で
開
発
。
そ
の

成
果
を
内
外
に
発
信
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
た
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
か
ら
生
ま
れ
た
「
創
造
工
学
特
別
実
習
」
は
、も
の
づ
く
り
に
直
結
し
た
授
業
で

あ
り
、新
し
い
製
品
開
発
へ
の
可
能
性
も
大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
る
↓
８
P
に
続
く
。
 

あ
！ 

富
山
大
学
が
、 
お
も
し
ろ
い
こ
と
に 

な
っ
て
い
る
。 

あ
！ 

富
山
大
学
が
、 
お
も
し
ろ
い
こ
と
に 

な
っ
て
い
る
。 

GOOD PRACTICE

GOOD PRACTCTICE

GOOD PRACTICE

GOOD GOOD PRACTICEGOOD PRACTCTICE



作
る
こ
と
で
学
ぶ
。 

　
人
、自
分
、そ
し
て
社
会
。 
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こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、 

作
り
手
と 

使
い
手
が
い
る 

実
社
会
だ
。 

　
今
か
ら
13
年
前
、「
家
具
制
作
」の
実
技
授
業
で
出
さ
れ
た
課
題
は
「
本
学
厨
房
職
員
の

た
め
の
ス
ツ
ー
ル
制
作
」
。
学
食
の
厨
房
で
働
く
職
員
の
た
め
の
椅
子
を
制
作
し
、そ
れ
ら
を

使
用
し
た
職
員
に
評
価
し
て
も
ら
う
と
い
う
も
の
。そ
れ
ま
で
の「
自
分
自
身
の
表
現
」
と

し
て
で
は
な
く
「
実
際
に
使
用
す
る
人
の
た
め
の
制
作
」
に
変
更
し
た
点
は
画
期
的
で
、新

し
い
教
育
ス
タ
イ
ル
の
試
み
だ
っ
た
。 

　
実
は
、こ
の
授
業
こ
そ
が
「
学
内
を
舞
台
と
し
た
実
践
型
も
の
づ
く
り
教
育
」の
原
点
。

キ
ャ
ン
パ
ス
を
模
擬
社
会
の
一つ
と
し
て
と
ら
え
、「
生
活
者
の
視
点
を
持
っ
た
も
の
づ
く
り
の

担
い
手（
作
り
手
）を
育
成
す
る
」「
大
学
環
境
の
充
実
に
よ
っ
て
豊
か
な
生
活
者（
使
い
手
）

を
養
成
す
る
」こ
と
を
目
的
と
し
て
動
き
出
し
た
。 

特
色
あ
る
大
学
教
育
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム（
特
色
G
P
） 

学
内
を
学
生
作
品
で
埋
め
つ
く
そ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

学
内
を
舞
台
と
し
た
実
践
型
も
の
づ
く
り
教
育 

Chapter.１ 

Chapter.2

Chapter.3

芸
術
文
化
学
部
 

作
品
を
”可
視
化
“し
て
、 

　
生
き
た
教
材
、発
想
の
種
に
。 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
大
学
と 

　
地
域
を
結
ぶ
架
け
橋
に
。 

独立工房ウロジ 

「独立工房ウロジ」は、
富山大学の在学生、
卒業生の独立、起業、
創作活動を支援する
ためのインキュベーシ
ョン施設。今回のプロ
ジェクトにおいても大
学と地域の連携拠点
として運用している。 
 

Check!

　
　
　
　
学
生
作
品
の
制
作
支
援 

 

　
材
料
や
作
品
配
置

場
所
を
提
供
し
、学
内

を
舞
台
に
し
た
も
の
づ

く
り
授
業
を
継
続
。
ま

た
、外
部
か
ら
の
制
作

依
頼
を
「
連
携
型
も
の

づ
く
り
授
業
」
と
し
て

授
業
に
取
り
入
れ
、支

援
し
て
い
る
。 

C
ase study 

【
学
内
の
「
な
ぜ
？
」
に
応
え
る
作
品
制
作
】
　

　
消
火
器
は
な
ぜ
あ

ち
こ
ち
に
移
動
し
て

し
ま
う
の
か
？ 

　
予
備
の
ト
イ
レ
ッ

ト
ペ
ー
パ
ー
は
な
ぜ
ト

イ
レ
の
片
隅
に
山
積

み
さ
れ
て
い
る
の
か
？ 

　
ト
イ
レ
の
表
示
は
な
ぜ
決
ま
っ
た
も
の
し
か

な
い
の
か
？
等
々
、
学

内
で
感
じ
た
疑
問
に

応
え
る
形
で
作
品
を

制
作
し
た
。 

  

C
ase study 

【
学
生
談
話
室
の
長
テ
ー
ブ
ル
共
同
制
作
】 

　
大
学
か
ら
の
依
頼
で
、

窓
際
に
設
置
す
る
長

テ
ー
ブ
ル
を
制
作
。
参

加
し
た
学
生
を
３
チ

ー
ム
に
分
け
て
ア
イ
デ

ィ
ア
コ
ン
ペ
を
行
い
、公

開
審
査
方
式
で
制
作

案
を
決
定
し
た
。
選

ば
れ
た
案
の
決
め
手
は
、鞄
を
置
く
ス
ペ
ー
ス
が

あ
り
、隣
に
座
っ
た
人
と
適
度
な
距
離
感
が
保

て
る
こ
と
。
制
作
チ
ー
ム
は
脚
部
を
金
属
工
芸
、

甲
板
部
分
を
木
材
工
芸
の
学
生
が
受
け
持
ち
、

専
攻
を
超
え
た
つ
な
が
り
で
制
作
に
取
り
組
ん
だ
。 

  C
ase study 

【
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
ボ
ッ
ク
ス
の
制
作
】 

　
一
つ
の
美
し
い
工

芸
作
品
を
て
い
ね

い
に
作
り
上
げ
る

制
作
と
、
同
じ
デ

ザ
イ
ン
で
複
数
製

作
す
る
場
合
と
で

は
加
工
方
法
が
大

き
く
異
な
る
。
各
教
員
の
研
究
室
前
に
取
り
付

け
、学
生
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
活

用
す
る
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
ボ
ッ

ク
ス
を
チ
ー
ム
作
業
で
量
産

す
る
授
業
を
行
っ
た
。
原
価

計
算
に
基
づ
く
企
画
書
、工

程
計
画
書
、
報
告
書
を
作

成
し
、実
社
会
に
お
け
る
製

造
方
法
と
同
ス
ケ
ー
ル
で
授

業
を
運
営
し
た
。 

 

 

知
識
や
技
術
の
可
視
化
に
よ
る
教

育
支
援 

　
各
教
員
が
保
存
し

て
い
た
学
生
作
品
の
画

像
デ
ー
タ
を
整
理
し
、

優
秀
作
品
を
写
真
パ

ネ
ル
に
し
て
学
内
壁

面
に
設
置
。
ま
た
、実

技
授
業
で
学
生
が
設
計
・
制
作
し
た

※

ジ
グ
や
固

定
具
の
ほ
か
、原
型
モ
デ

ル
や
サ
ン
プ
ル
な
ど
を
実

習
室
に
展
示
し
た
。 

  

●
学
生
作
品
の
写
真
パ
ネ

ル
設
置 

　
作
品
づ
く
り
の
発
想
教

材
と
し
て
も
機
能
し
て
い
る

パ
ネ
ル
。 

 

●
工
具
や
サ
ン
プ
ル
の
可
視
化 

　
各
サ
ン
プ
ル
や
大
切
な
道

具
は
実
践
的
に
使
い
や
す
く
。 

   

 

●
北
欧
家
具
・
生
活
用

品
の
収
集 

　
生
活
者
を
意
識
し
た

デ
ザ
イ
ン
と
そ
れ
を
支

え
る
技
術
の
見
本
と
し

て
購
入
。 

●
ギ
タ
ー
部
品
展
示
パ
ネ
ル 

B
E
G
I
N
と

※

ヤ
イ

リ
ギ
タ
ー
の
共
同
開
発

で
大
き
な
話
題
と
な
っ

た
４
本
弦
の
楽
器
「
一

五
一
会
・
音
来
」の
全
部

品
を
パ
ネ
ル
に
し
て
教

材
化
。 

 

●
鍛
造
技
法
の
見
本 

　
鍛
造
技
法
で
制
作
し

た
加
工
見
本
を
４
枚
の
パ

ネ
ル
に
収
め
、
実
技
室
の

廊
下
壁
面
に
設
置
。 

 

地
域
連
携
基
盤
づ
く
り 

 

　
作
品
の
完
成
時
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お

い
て
は
専
門
家
か
ら
評
価
と
意
見
を
聞
く
機
会

を
設
け
て
い
る
。
ま
た
、ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
、マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
分
野
で
活
躍
す
る
人
た
ち
に

よ
る
講
義
や
、ナ
イ
フ
、漆
器
、木
工
手
道
具
な

ど
の
職
人
た
ち
を
迎
え
た
講
義
・
実
演
な
ど
、

外
部
講
師
に
よ
る
も
の
づ
く
り
教
育
に
も
取
り

組
む
。 

 
 

※ジグ・・・機械工作で、工作物の所定の位置に、刃物を案内する工具　　※ヤイリギター・・・ポールマッカートニーをはじめ、ＧＬＡＹ、桑田佳祐などのトップミュージシャンに愛されているギターメーカー 

い
ち 

ご  

い
ち  

え 

に
ら
い 

Toms Press
,

Toms Press
,

GOOD GOOD PRACTCTICE

（
取
材
協
力 : 

小
松 

研
治
） 
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地域と学生のタッグで地場産杉をアピールしよう。 
 

　間伐材の効果的な活用法はないか。輸入材に頼らず、地産地消を実現するにはどうしたらいいか。日本の林業が抱えている大きな課題に挑戦し

たのが、このプロジェクト。「森を守る」「森を考える」このふたつをうまくサイクルさせるためには、地場産杉の間伐材を利用・製作する「ものづくりの立

場」と、購入・使用する「ユーザーの立場」の双方の考えを理解し、新しい提案を見いだすことが必要になる。そういった考えに基づき、専攻科産業造

形専攻１年生を対象に、地場の間伐材で家づくりに取り組んでいるマイスター事業協同組合の協力を得て産学連携授業が行われた。 

【杉プランター】 
焼き杉の表情が、植物と柔
らかい調和を生み出します。
さまざまな大きさのバリエー
ションがあります。 

【UNION】 
山のもので海のものをつくる→
山と海の融合→テトラポッド。
テトラポッドをモチーフに、組み
合わせ自由なベンチを提案。 

　「地場産杉を使用したインテリア・家具の提案」  現代的教育ニーズ取組支援プログラム（現代GP） 
 

炉端談義方式による地場産業活性化授業 

STEP.１ 

Check！ 

芸術文化学部 

廣瀬 ゆかり 
Yukari Hirose 
 

羽田 純 
Jun Haneda

樋上 薫 
Kaoru Higami

【杉座布団】 
杉の特徴の一つである「しなやかさ」
「弾力性」を利用した座具の提案で
す。座り心地はいかがですか？ 

北川 一登 
Kazuto Kitagawa

【SUGIKIー杉器ー】 
節や個性的な木目をそのまま活かした器。錫やガラスの
器を重ねることで水気のあるものも入れられ、保温性もあ
ります。個々に器を使えば、さらに用途が広がります。 

平成17年度、18年度を通
して取り組んできた「地場
産杉を使用したインテリア・
家具の提案」が、商品化に
向けて進行中。今後は試
作品をモニタリングし、その
結果をふまえて商品化に結
びつけていく予定です。乞
うご期待！ 

授
業
の
流
れ 

  

見
学
会 

 

　
制
作
を
前
に
、地
域
材
の
積
極
的
な
利

活
用
の
成
功
事
例
「
N
P
O
法
人
木
と
遊

ぶ
研
究
所
・
ウ
ッ
ド
ワ
ー
ク
・
ウ
ッ
ド
ス
ト
ッ

ク（
上
越
市
）｣

の
見
学
、杉
材
を
使
っ
た
住

宅（
射
水
市
）の
事
例
見
学
や
林
業
の
実

情
報
告
に
関
す
る
講
義
を
受
講
。
危
機
的

状
況
に
あ
る
日
本
の
林
業
に
対
す
る
意
識

を
持
っ
た
上
で
、次
は
林
業
の
現
場（
氷
見

市
）へ
。
木
材
工
芸
を
学
ぶ
者
に
と
っ
て
目
の
前
で
繰
り
広
げ
ら

れ
る
枝
打
ち
作
業
は
、あ
る
意
味
衝
撃
的
で
も
あ
り
、森
の
管

理
が
い
か
に
大
切
か
を
身
を
も
っ
て
体
感
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

  

コ
ン
セ
プ
ト
ワ
ー
ク 

中
間
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

 

　
見
学
会
や
林
業
現
場
で
得
た
知
識
や

体
験
を
活
か
し
、そ
れ
ぞ
れ
に
コ
ン
セ
プ
ト

を
構
築
し
て
中
間
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に

臨
ん
だ
。
参
加
者
は
マ
イ
ス
タ
ー
事
業
組

合
関
係
者
や
地
元
の
方
々
な
ど
15
名
。
学

生
た
ち
の
ア
イ
デ
ィ
ア
に
対
し
て
出
さ
れ

た
賛
否
両
論
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
基
に

大
学
で
の
本
格
的
な
制
作
準
備
に
入
っ
た
。 

    

材
料
選
び 

 

　
制
作
に
あ
た
っ
て
は
、マ
イ
ス
タ
ー
事
業

協
同
組
合
か
ら
学
生
一
人
ひ
と
り
に
必
要

な
材
料
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
。ベ
ス
ト

な
材
料
を
選
択
す
る
た
め
、木
目
や
節
を

一
つ
ひ
と
つ
確
認
し
て

い
く
学
生
た
ち
の
表

情
は
真
剣
そ
の
も
の
。 

      

制
作  

  

　
い
よ
い
よ
待
望
の
実
制
作
。こ
れ
ま
で
は
広
葉
樹
の
加
工
が
主

だ
っ
た
た
め
、針
葉
樹
独
特
の
柔
ら
か
な
質
感
に
戸
惑
う
シ
ー
ン

も
あ
っ
た
が
、最
終
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
向
け
て
着
々
と
制
作

を
進
め
て
い
っ
た
。 

  

最
終
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

（
地
域
公
開
講
評
会
） 

　 　
会
場
と
な
っ
た
マ
イ
ス
タ
ー
事
業
協
同
組
合
に
集
ま
っ
た
聴
衆

は
47
名
。一
般
の
方
々
は
も
ち
ろ
ん
、行
政
、産
業
分
野
な
ど
幅
広

い
参
加
者
を
前
に
、学
生
た
ち
は
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
各
作
品
を

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
。そ
れ
ぞ
れ
の
ア
イ
デ

ィ
ア
に
賞
賛
の
拍
手
が
お
く
ら
れ
た
。
　

　
さ
ら
に
、当
日
参
加
さ
れ
た
氷
見
市
海

浜
植
物
園
の
後
藤
園
長
か
ら
展
覧
会
の

提
案
が
あ
り
、そ
の
場
で
開
催
が
決
定
。 

  

エ
ピ
ロ
ー
グ（
授
業
終
了
後
の
展
開
） 

 

　
産
学
連
携
授
業
の
成
果
発
表
会
と
し
て
、氷
見
市
海
浜
植

物
園
を
皮
切
り
に
高
岡
短
期
大
学
、地
域
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
「
氷

見
ク
リ
ッ
ク
」
、ウ
イ
ン
グ
ウ
イ
ン
グ
高
岡
、「
第
46
回
富
山
県
イ

ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
」
な
ど
、各
所
で
「
地
場
産
杉
を

使
用
し
た
イ
ン
テ
リ
ア
・
家
具
の
提
案
」
展

を
開
催
。
会
場
で
は
来
場
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
も
実
施
。「
焼
き
杉
の
色
が
キ
レ

イ
」「
発
想
が
お
も
し
ろ
い
」「
も
っ
と
い
ろ

ん
な
デ
ザ
イ
ン
が
見
て
み
た
い
」
な
ど
、さ

ま
ざ
ま
な
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。 

STEP.2
 

STEP.3
 

STEP.4
 

STEP.5
 

STEP.6TOPICS！ 

02

03 04

07

08

05

06

「地場産杉を使用したインテリア・家具の提案」について「もっと知りたい」時は、webで！　http://gp.takaoka-nc.ac.jp/himisugi/

Toms Press
,

Toms Press
,

上田 祐章子 
Yukiko Ueda

01

【杉材のバス停】 
バスは子どもからお年寄りまで、地元の
方や観光客の多くが利用します。氷見ら
しいバス停として愛着をもってもらえます
ように。 

笹嶋 しおん 
Shion Sasajima

【おもちゃキットーLin Kit】 
氷見に住むお父さんが、ある日おもちゃキットに出会いま
した。自分でつくるそのおもちゃを見て、子どもが喜ぶか
なと持ち帰りました。家に帰り、その箱を開けると・・・。 

大宅 史恵 
Fumie Ootaku

【産学連芸】 
杉をテーマにしたアートイベント
の提案。そのイベントで立てら
れることを想定したモニュメント
（トーテムポール）です。 

大野 希恵 
Kie Oono

09
【杉のあかり】 
薄いかんなくずを編ん
でみた。あかりをつけ
ると木目がクロスして
重なった。薄い素材
も、透ける光も、やわ
らかさが残っている。 

10

【杉のカトラリー】 
軽くてやわらかな、あたた
かい感触。杉が身近に
感じられるカトラリー。 

濱松 寛 
Hiroshi Hamamatsu

11

【ティッシュボックス】 
杉の角材からティッシュが出る
驚き。 

12

【トイレにある杉のかたち】 
トイレは一人になれる唯一の場所。杉のあたたか
さが雰囲気を一変させる。トイレが癒しの空間と
なった。 

【Artless deskー飾らないデスクー】 
デスクに余計なものをつけない。でも、収納は不可欠。
そこで引き出し、本棚を別ユニットとして組み合わすこと
のできるデスクセットを提案。（※写真はデスクのみ） 

櫻井 雅大 
Masahiro Sakurai

GOOD PRACTICE

森田 樹里 
Juri Morita

藤原 怜 
Rei Fujiwara

（
取
材
協
力 : 

丸
谷 

芳
正
） 
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特色ある大学教育支援プログラム（特色GP） 
創造性豊かな技術者を志す学生の連携による教育プログラム 

「ものづくりを支える工学力教育の拠点形成」 

 

「
も
の
づ
く
り
を
支
え
る
工
学
力
教
育
の
拠
点
形
成（
以
下
、工
学
力
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
）｣

は
、

も
の
づ
く
り
を
重
視
し
て
創
造
性
を
育
成
す
る
”学
生
参
加
型
“の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
新
潟
大

学
、長
崎
大
学
、富
山
大
学
の
３
大
工
学
部
が
協
力
し
て
開
発
し
、成
果
を
内
外
に
発
信
し
よ

う
と
い
う
も
の
だ
。「
工
学
力
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
つ
く
る
力
」
と
「
学
ぶ
力
」
の
結
合
に
よ

っ
て
育
ま
れ
る
「
真
の
創
造
性
」
を
意
味
す
る
。 

　
工
学
力
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
は
平
成
15
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
、創
造
工
学
セ
ン

タ
ー
の
設
置
や
３
大
学
が
持
ち
回
り
で
実
施
す
る
「
学
生
も
の
づ
く
り
・
ア
イ
デ
ィ
ア
展
」
な
ど
、

こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。 

工
学
部
で
学
ぶ
学
問
を 
”も
の
の
創
造
“に
結
び
つ
け
る
能
力
に
。 

工　学　部  

学
科
も
学
年
も
超
え
た 

チ
ー
ム
編
成
の
”も
の
づ
く
り
“ 

 

　
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
の
中
で
、今
回
特
に
ク
ロ

ー
ズ
ア
ッ
プ
し
た
い
の
は
、工
学
力
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
開
発
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
「
創
造
工
学
特
別
実

習
」
。こ
れ
は
、も
の
づ
く
り
に
と
っ
て
重
要
な
ア
イ

デ
ィ
ア
発
想
力
、問
題
解
決
能
力
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
養
う
た
め
に
、講
義
と
演
習
を
組
み

込
ん
だ
も
の
づ
く
り
教
育
で
、講
義
の
部
分
に
つ
い

て
は
３
大
学
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
共
有
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
科
目
の
大
き
な
特
徴
と
い

う
の
が
、一
つ
の
課
題
に
学
生
た
ち
が
学
科
や
学
年

の
壁
を
越
え
て
チ
ー
ム
で
取
り
組
む
と
い
う
学
科
・

学
年
横
断
型
の
も
の
づ
く
り
教
育
だ
。テ
ー
マ
は
学

生
が
自
由
な
発
想
で
提
案
。
平
成
17
年
度
に
は
72

名
の
学
生
が
12
テ
ー
マ
に
分
か
れ
て
作
品
制
作
に

取
り
組
ん
だ
。 

 
　 「

へ
え
〜
！
」
が
、続
出
！ 

も
の
づ
く
り
ア
イ
デ
ィ
ア 

コ
ン
テ
ス
ト 

 

　
昨
年
12
月
、３
大
学
の
学
生
た
ち
が
取
り
組
ん

で
き
た
も
の
づ
く
り
教
育
の
成
果
を
発
表
す
る

「
第
３
回
学
生
も
の
づ
く
り
・
ア
イ
デ
ィ
ア
展 

in 

富
山
」
が
開
催
さ
れ
た
。こ
の
催
し
は
「
も
の
づ
く

り
ア
イ
デ
ィ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
」
と
「
創
造
工
学
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
の
２
部
構
成
で
実
施
。
第
１
部
の
「
も
の
づ

く
り
ア
イ
デ
ィ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
は
、富
山
大
学
工

学
部
が
22
点
を
発
表
。
そ
の
う
ち
「
創
造
工
学
特

別
実
習
」の
作
品
が
半
数
以
上
を
占
め
た
。こ
の
ほ

か
、新
潟
大
学
、長
崎
大
学
か
ら
の
出
店
作
品
数

は
８
点
で
、合
計
30
点
の

作
品
が
発
表
さ
れ
た
。
各

作
品
は
、
参
加
教
職
員

が
、ア
イ
デ
ィ
ア
・
実
用

性
・
努
力
の
観
点
で
評

価
。
さ
ら
に
、参
加
学
生

の
投
票
に
よ
る
人
気
作

品
賞
も
選
定
さ
れ
た
。 

気になる作品 PICK UP 
～ものづくりアイディアコンテスト出展作品より～ 

既存のカラス対策装置には、光や音、物体を動かすものが
多く、学習能力の高いカラスには通用しない。そこで、カラ
スを軽く感電させることで撃退する棒を製作した。 

最優秀賞 

【太陽電池を使用した害鳥撃退器】 
電気電子システム（５名） 

【４ストロークエンジンの燃費改善T.E.P.2005】 
機械知能システム×電気電子システム×物質生命システム×人文学部（25名） 

■ポイント 
充電器にはソーラーパネルと一般家庭用電源を使用。カラスはどこ
に出没するかわからないので、電源のない場所でも長時間使えるの
がミソ。また、人が近づくと赤外線センサーが反応して自動的に電源
が切れる。ちなみに単発装置なので、カラスの生命には影響がない。 

カラスへの効果を確かめるため、学生たちは網を持って捕
獲作戦を展開。実は、これが一番の苦労だった……らしい。 

４ストエンジンのバイク用エンジンを基礎から理解するために、分解か
ら組立までを行い、軽量化による燃費向上を図るのがねらい。CO2排
出ガスを削減した次世代４ストバイクエンジンや燃費改善に関するア
イディア実現のための材料選定から設計・製作に取り組んだ。 

■ポイント 
成果発表として、ツインリンクもてぎで開催された「第25回本田宗一郎杯エコノ
パワー燃費競技全国大会」に初参戦（市販車クラス：入門クラス）し、予選９位
と大健闘。本戦では17位（138.5km／ℓ）となったが、上位３分の１に入る記録
を残した。 

製作ウラ話 

太陽電池のエネルギーだけ
で飛行機を飛ばすことを最
終目的として、胴体着陸型と
表面効果翼機の２機を製作。 

【太陽電池飛行機２】 
機械知能システム×電気電子システム×知能情報システム（５名） 
 

【スパイラルマウンテン】 
機械知能システム（４名） 

「車輪」という概念を避け、さまざ
まなアイディアを出し合って雪上
車を製作。 

【雪上車】 
電気電子システム（２名） 

【スーパー食材を利用した湿式太陽電池】 
電気電子システム×物質生命システム（４名） 

水の流れを利用して音楽を奏でる“楽器”。風車一体型のポンプと大小
２種類のししおどし、音が鳴るアルミパイプで構成される。 
ペットボトルとチューブと軸の
みで作れ、電力のいらない
新しい形のオブジェとして
期待される……かも!?

【アルミカンクラフト】 
物質生命システム（３名） 

身近にあるアルミ缶を切り開いてみると……
薄い・弾力がある・シワにならない・折り目
がはっきりという特徴を持つ金属の薄板
ができる。実はこれ、良く飛ぶ紙飛行機を
作るのにピッタリの性質！ 

スーパーで売っている野菜や果実から天
然色素（アントシアニンなど）を抽出して半
導体電極に吸着させ、
溶液系で電流や水素ガ
スを取り出す湿式の太
陽電池。 

【スパゲッティ・クレーンコンテスト】 
機械知能システム（４名） 

決められた本数のスパゲッティを使い、土台からでき
るだけ遠くで高く重りを持ち上げることのできるクレ
ーンを製作。スパゲッティ60本、発泡スチロール球、
発砲スチロール用ボンドを使用。材料力学で学習し
た知識をいかし、独自に工夫した設計で、数値解析
結果に基づいた最適構造での製作に取り組んだ。 

優秀賞 

Toms Press
,

Toms Press
,

GOOD PRACTICE

（
取
材
協
力 : 

川
口 

清
司
） 
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「もっと子どもとふれあいたい」という教師の卵たちの願いからはじまった小さな集まりが、いつしか来場者１万人の大イベ

ントに発展。「親子フェスティバル」は、今や富山大学の看板行事となって定着している。このような大学行事は全国随一

といっても過言ではない。今年はスタートから数えて、ちょうど10年目にあたることから、「親子フェスティバル」の存在意義

や今後の展開などについて、立ち上げから深く関わってきた竹井教授、実行委員会学生代表の茂さんに取材した。 

 

「富山大学  親子フェスティバル2006」 

開催10年目を 迎え、加速する親子フェスティバル。 ［インタビュー ］ 
 

左：人間発達科学部教授／竹井 史（親子フェスティバル担当教員） 
右：大学院教育学研究科修士課程１年／茂 正敏（親子フェスティバル実行委員会学生代表） 

「
も
っ
と
子
ど
も
た
ち
に
接
し
た
い
」 

教
育
学
部
の
学
生
の
声
が
き
っ
か
け
に 

 

―
―
親
子
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
以
下
フ
ェ
ス
）
も
今

年
で
10
年
目
に
な
り
ま
す
が
、ま
ず
は
「
フ
ェ
ス
っ

て
要
す
る
に
何
？
」
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
教
え
て

い
た
だ
け
ま
す
か
？ 

 

●
竹
井
　
ス
タ
ー
ト
当
時
、旧
教
育
学
部
の
学

生
た
ち
の
中
で
、教
育
実
習
以
外
に
子
ど
も
と

ふ
れ
あ
う
場
が
な
く
て
物
足
り
な
い
、も
っ
と
子

ど
も
に
接
し
た
い
と
い
う
声
が
あ
り
ま
し
た
。

子
ど
も
と
の
関
わ
り
方
と
い
う
の
は
、具
体
的

な
ス
キ
ル
を
伴
う
も
の
で
す
か
ら
具
体
的
に
や

っ
て
み
な
い
こ
と
に
は
力
量
が
あ
が
ら
な
い
ん
で

す
ね
。そ
れ
で
、月
に
１
回
子
ど
も
た
ち
を
よ
ん

で
何
か
活
動
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で「
富
山
大

学
遊
ば
ん
会
」
と
幼
児
対
象
の「
ピ
カ
ソ
ク
ラ
ブ
」

を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
の
活
動
が
、さ
ら
に

ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
し
て
年
１
回
の
大
き
な
行
事
に

し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
当
初
は
、

「
富
山
大
学
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
と
い
う
名

前
で
、企
画
ご
と
に
ブ
ー
ス
を
作
り
、遊
び
の
楽

し
さ
や
科
学
の
面
白
さ
に
ふ
れ
る
、親
子
で
参

加
す
る
、と
い
う
点
で
は
親
子
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と

全
く
変
わ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
活
動
が
２
年
間
続

い
た
後
、旧
教
育
学
部
と
生
涯
学
習
教
育
研
究

セ
ン
タ
ー
が
共
に
開
催
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
、今
の
名
称
に
変
え
た
ん
で
す
。 

　
そ
う
い
う
わ
け
で
、最
初
は
有
志
学
生
と
協

力
し
て
こ
ぢ
ん
ま
り
と
始
め
ま
し
た
。
当
初
は

私
と
学
生
と
で
出
資
金
を
出
し
た
ん
で
す
ね
。

学
生
が
１
万
、私
が
10
万
。そ
し
て
後
で
材
料
費

な
ど
実
費
を
参
加
者
か
ら
い
た
だ
い
て
学
生
に

還
元
す
る
と
。で
も
、７
０
０
０
円
し
か
返
せ
な

く
て
３
０
０
０
円
は
赤
字
。
そ
う
い
う
手
弁
当

の
形
で
、教
育
学
部
の
学
生
が
子
ど
も
と
ふ
れ

合
い
た
い
と
い
う
気
持
ち
か
ら
生
ま
れ
た
行
事

な
の
で
す
。
実
は
、前
任
校
で
も
５
年
間
地
域
活

動
を
進
め
、相
当
消
耗
し
て
い
た
の
で
、地
域
を

対
象
と
し
た
行
事
づ
く
り
の
仕
事
は
断
っ
て
た

ん
で
す
が
、学
生
た
ち
の
熱
意
に
動
か
さ
れ
る

か
た
ち
で
、重
い
腰
を
上
げ
る
格
好
に
な
っ
た
ん

で
す
よ
。 

 

―
―
学
生
た
ち
の
全
く
の
自
発
的
な
活
動
が

実
を
結
ん
で
大
き
な
行
事
に
発
展
し
た
と
い
う

こ
と
で
す
ね
。
前
身
に
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が

あ
っ
た
こ
と
は
う
か
が
っ
て
い
ま
し
た
が
、そ
の
背

後
に
教
師
を
目
指
す
学
生
た
ち
の
意
欲
的
な

姿
勢
と
、そ
れ
を
受
け
止
め
よ
う
と
す
る
竹
井

先
生
の
サ
ポ
ー
ト
が
か
み
あ
う
か
た
ち
で
生
ま

れ
た
行
事
だ
っ
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

竹
井
先
生
は
10
年
、茂
さ
ん
は
５
年
間
や
っ
て
き

た
と
い
う
こ
と
で
、今
日
は
大
変
な
「
長
老
」
た

ち
に
話
を
う
か
が
っ
て
い
ま
す
（笑）
。
茂
さ
ん
は
、

１
年
の
時
か
ら
の
参
加
で
す
よ
ね
？ 

 

●
茂
　
　
そ
う
で
す
。
当
初
は
運
営
が
や
っ
と

で
し
た
が
、去
年
は
副
代
表
、大
学
院
に
進
学

し
た
今
年
は
代
表
と
い
う
大
役
を
任
さ
れ
ま
し

た
。
始
め
た
き
っ
か
け
は
、先
生
が
言
わ
れ
た
よ

う
に
、普
段
な
か
な
か
子
ど
も
た
ち
と
接
す
る

機
会
が
な
い
の
で
、フ
ェ
ス
は
本
当
に
良
い
き
っ
か

け
に
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
で
し
た
。
僕

は
５
年
の
う
ち
の
３
年
間
、も
の
づ
く
り
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
と
い
う
親
子
で
工
作
を
す
る
企
画
に
参

加
し
た
ん
で
す
け
ど
、自
分
も
も
の
を
作
る
の

が
好
き
だ
っ
た
し
、子
ど
も
た
ち
に
も
そ
れ
を

伝
え
た
い
、そ
の
中
で
関
わ
り
方
を
学
ん
で
い
き

た
い
と
思
っ
た
の
で
す
。そ
の
後
は
企
画
責
任
者

を
経
験
し
て
、一
か
ら
イ
ベ
ン
ト
を
創
る
大
変
さ

も
感
じ
ま
し
た
が
、作
り
上
げ
て
い
く
中
で
充

実
感
も
味
わ
え
た
の
で
、そ
の
経
験
を
い
か
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
知
り
合
い
が
増
え
る
だ
け
で
な

く
、仲
間
同
士
の
関
係
も
深
く
な
り
ま
し
た
ね
。 

 

自
分
た
ち
で
「
つ
く
る
」
楽
し
さ
と 

大
変
さ
の
向
こ
う
に
あ
る
充
実
感
と 

 

―
―
イ
ベ
ン
ト
を
作
り
上
げ
て
い
く
魅
力
と
い

う
の
は
、ど
ん
な
こ
と
で
す
か
？ 

 

●
竹
井
　
ひ
と
言
で
い
え
ば
、学
生
が
自
分
の

力
で
最
初
か
ら
最
後
ま
で
作
り
上
げ
て
い
く
と

い
う
こ
と
。
大
学
生
活
と
い
う
の
は
、メ
イ
ン
だ

け
参
加
し
て
そ
の
前
後
に
は
関
わ
ら
な
い
、お
膳

立
て
が
す
っ
か
り

整
っ
て
い
る
も
の
が

多
い
よ
う
で
す
が
、

フ
ェ
ス
は
、
最
初
の

企
画
段
階
に
始
ま

っ
て
、当
日
の
運
営
、

後
片
付
け
ま
で
、

す
べ
て
の
プ
ロ
セ
ス

の
中
で
学
生
た
ち

が
責
任
を
も
っ
て

や
る
わ
け
で
す
。

当
然
ツ
ラ
イ
こ
と

も
あ
る
け
ど
、
そ

の
分
充
実
感
も
大

き
い
。
そ
こ
が
教

育
的
な
取
組
で
あ

る
根
本
的
な
魅
力

だ
と
思
い
ま
す
。 

 

―
―
そ
う
で
す
ね
。
せ
わ
し
い
準
備
風
景
、当
日

の
楽
し
い
賑
わ
い
の
後
、い
っ
た
い
あ
の
場
が
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
い
つ
も
気
に
な
る
の
で
す
が
、朝

出
勤
し
て
み
る
と
何
事
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う

に
き
れ
い
に
片
付
い
て
い
て
、驚
き
と
共
に
少
し

さ
び
し
い
感
じ
さ
え
し
ま
す
ね
。
祭
り
の
後
と
い

う
か
。こ
ん
な
学
校
行
事
は
大
学
に
限
ら
ず
、本

当
に
珍
し
い
で
す
ね
。 

 

●
竹
井
　 

ま
さ
に
そ
う
思
い
ま
す
。そ
れ
は
す

ば
ら
し
い
こ
と
で
す
し
、学
生
の
可
能
性
の
大
き

さ
を
感
じ
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
今
、教
室
の
ゴ
ミ

を
拾
う
学
生
の
姿
な
ど
見
た
こ
と
が
な
い
で
す

が
、あ
れ
は
教
室
が
自
ら
の
生
活
の
場
と
し
て

意
識
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
の
あ
ら
わ
れ
で
す
。で

も
、主
体
的
な
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
で
そ
の

環
境
を
「
自
分
の
居
場
所
」
と
し
て
強
く
受
け

止
め
る
こ
と
に
な
る
。
宝
塚
で
は
な
い
で
す
け
ど
、

「
元
よ
り
も
き
れ
い
に
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
ね
。 

 

―
―
学
生
教
育
と
い
う
一
面
も
あ
る
わ
け
で
す

ね
。
と
こ
ろ
で
、参
加
者
の
様
子
は
ど
う
で
す
か
？ 

 

●
竹
井
　 

安
全
で
良
心

的
で
、予
算
的
に
も
ほ
と
ん

ど
無
料
で
大
学
生
と
の
ふ

れ
あ
い
に
参
加
で
き
る
、そ

う
い
う
場
は
少
な
い
と
思

い
ま
す
。
実
際
、子
ど
も
と

保
護
者
が
間
伐
材
の
工
作

を
す
る
と
、
親
子
の
固
定

し
た
も
の
の
見
方
で
な
く
、

新
鮮
な
見
方
を
経
験
す
る
。

い
つ
も
と
は
違
う
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
、そ
し
て
生
き
生
き
し
た
子
ど
も
の

笑
顔
を
見
る
。
そ
う
い
う
面
白
さ
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
お
う
ち
の
中
で
親
し

く
暮
ら
す
の
が
家
族
。で
も
、日
常
的
な
リ
ズ
ム

を
持
っ
て
い
て
意
外
性
が
少
な
い
の
が
現
実
だ
と

思
い
ま
す
。
悪
く
言
え
ば
マ
ン
ネ
リ
。
そ
の
殻
を

破
る
機
会
の
一つ
に
は
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

創
造
性
を
も
っ
た
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
を 

子
ど
も
た
ち
へ
、そ
し
て
地
域
へ 

 

―
―
か
つ
て
の
「
夢
大
学
」
を
は
じ
め
と
し
て
、

大
学
の
世
界
に
ふ
れ
て
も
ら
お
う
と
い
う
企
画

が
あ
り
ま
す
が
、フ
ェ
ス
の
「
大
学
」
ら
し
さ
と
は

ど
ん
な
と
こ
ろ
に
あ
る
ん
で
し
ょ
う
。フ
ェ
ス
を
「
学

園
祭
」
の
よ
う
な
お
祭
り
騒
ぎ
の
よ
う
な
も
の

と
理
解
す
る
向
き
も
あ
る
よ
う
で
す
が
。 

 

●
竹
井
　
フ
ェ
ス
は
別
名
「
遊
び
の
王
国
」
な
の

で
、遊
び
を
き
っ
か
け
に
し
て
い
る
こ
と
に
は
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、遊
び
を
通
じ
て
大
学
の

様
々
な
「
知
」の
世
界
、本
格
的
な
科
学
技
術
や

芸
術
の
世
界
に
ふ
れ
て
欲
し
い
。
文
化
的
体
験
、

感
情
体
験
を
深
め
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
ね
ら

い
を
持
っ
て
い
る
点
で
、レ
ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド
の
よ
う

な
受
け
身
の
遊
び
に
は
な
い
積
極
的
な
意
義
が

あ
る
ん
で
す
。 

　
大
学
の
特
色
は
、出
来
合
い
の
知
識
を
伝
え

る
だ
け
で
な
く
、創
造
性
を
も
っ
た
ア
カ
デ
ミ
ズ

ム
を
中
心
に
し
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。
通
常
の
学
校
教
育
に
は
不
可
能
な

実
験
、原
理
原
則
に
基
づ
い
た
も
の
づ
く
り
な
ど

が
企
画
の
中
に
盛
り
込
ま
れ
ま
す
。こ
れ
ら
は

い
わ
ば
学
校
教
育
の
補
完
作
業
に
近
い
と
い
え

ま
す
。
も
の
づ
く
り
の
体
験
は
、遊
び
の
要
素
が

入
っ
て
い
ま
す
が
、時
間
割
に
と
ら
わ
れ
ず
に
じ

っ
く
り
取
り
組
む
、保
護
者
と
一
緒
に
作
る
、そ

し
て
そ
の
プ
ロ
セ
ス
の
一つ
ひ
と
つ
に
ど
ん
な
意
味

が
あ
る
の
か
が
よ
く
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
、

と
い
う
具
合
に
総
合
的
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
多
様
な
教
育
内
容
の
教
育
を
強
い
ら
れ

る
学
校
で
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。 

　
大
学
と
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
な
の
か
を
考
え
る

時
、ま
ず
は
施
設
・
設
備
面
が
先
に
き
ま
す
ね
。

受
験
生
に
な
る
と
、偏
差
値
以
外
の
情
報
を
得

る
機
会
は
少
な
い
し
、関
心
も
少
な
い
。こ
れ
で

は
大
学
の
ご
く
一
部
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

子
ど
も
の
頃
に
大
学
を
知
る
こ
と
は
と
て
も
良

い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
大
学
に
は
当
然
学
生

が
い
て
、子
ど
も
に
と
っ
て
は
と
て
も
魅
力
的
な

お
兄
さ
ん
、お
姉
さ
ん
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
親

子
連
れ
が
彼
ら
と
出
会
う
こ
と
は
、単
に
大
学

の
施
設
・
設
備
面
に
つ
き
な
い
も
の
、特
に
大
学

生
と
は
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
を
理
解
で
き
る

わ
け
で
す
。で
す
か
ら
、毎
年
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

も
、「
大
学
生
に
対
す
る
印
象
が
良
く
な
っ
た
」

と
い
う
声
が
多
い
の
が
印
象
的
で
す
。
保
護
者

の
方
を
見
て
い
る
と
、子
ど
も
に
楽
し
い
遊
び
・

学
び
を
体
験
さ
せ
た
い
と
い
う
思
い
は
当
然
あ

る
の
で
し
ょ
う
が
、ど
こ
か
に
「
大
学
生
を
見
せ

て
あ
げ
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
を
感
じ
る
こ
と

が
あ
る
ん
で
す
。「
学
生
生
活
っ
て
楽
し
い
ん
だ

よ
」
と
い
う
具
合
に
。 

 

―
―
な
る
ほ
ど
。「
遊
び
」
が
目
的
で
は
な
い
と

い
う
話
、よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。 

 

●
竹
井
　
同
じ
事
は
学
生
に
つ
い
て
も
言
え
ま

す
ね
。
教
育
に
関
連
し
た
学
習
や
研
究
を
し
て

い
る
学
生
が
多
い
ん
だ
け
ど
、具
体
的
に
学
生
た

ち
を
ど
う
組
織
し
、遊
び
や
学
び
を
つ
く
り
あ

げ
る
世
界
に
入
っ
て
も
ら
え
る
か
ど
う
か
を
フ
ェ

ス
で
実
践
す
る
わ
け
で
す
か
ら
。
例
え
ば
、「
超

巨
大
迷
路
」
と
い
う
人
気
企
画
が
あ
る
ん
で
す

が
、ど
う
し
た
ら
段
ボ
ー
ル
を
丈
夫
に
組
み
立
て

ら
れ
る
か
、ど
ん
な
経
路
を
設
計
す
れ
ば「
迷
路
」

的
な
面
白
さ
が
体
験
で
き
る
の
か
、ド
ラ
マ
チ
ッ

ク
な
展
開
に
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
、様
々

な
試
行
錯
誤
が
あ
る
。や
っ
て
い
く
な
か
で
初
め

て
適
切
な
強
度
を
知
る
わ
け
で
す
。
し
か
も
世

代
交
代
が
あ
り
ま
す
か
ら
、初
め
て
取
り
組
む

者
も
毎
年
必
ず
い
る
。
常
に
試
行
錯
誤
で
す
。 

 

 Tom's   クローズアップ 

Toms Press
,

Toms Press
,
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●ものづくりコーナー 
伝承玩具づくり、ペットボトルや段ボールなど、
身近な生活用品を材料にしたリサイクル玩具づ
くり、人気企画!おかしの家づくりなど、さまざま
な“ものづくり”にチャレンジできます。 
 
●マルチメディア体験コーナー 
デジタル技術と身体運動を織り交ぜた楽しいゲ
ームやアトラクションにチャレンジ！今年は「ジャ
ングル」をテーマにして５つのサバイバルブース
をつくります。また、新企画として、火星のジオラ
マを火星ローバーのラジコンで走らせる企画も
計画中です。 
 

●科学遊びコーナー 
毎年大人気のおもしろ実験ショー。その他、今
年は液体窒素を使った不思議体験ができる実
験教室も計画中。科学の原理を用いたおもし
ろ科学工作もできます。 
 
●身体運動コーナー 
広い体育館を使った超!人気企画の超!!巨大迷
路、幼児向けのちびっこめいろに挑戦してみま
せんか。今年の超!!巨大迷路は「忍者屋敷」が
テーマ。秘伝の術を身につけ、無事にゴールま
でたどりつけるか!? ちびっこめいろは「西遊記」
がテーマ。ワクワクとドキドキがいっぱいです。 

「富山大学  親子フェスティバル2006」 10000

（名） 

8000

6000

4000

2000

0
H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 （年度） 

図　来場者数・スタッフ数の推移 
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特
に
今
の
学
生
は
、自
分
の
限
界
を
自
ら
決

め
て
し
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、私
が
で
き

る
の
は
こ
こ
ま
で
、と
い
う
具
合
に
線
引
き
す
る

ん
で
す
よ
。フ
ェ
ス
に
参
加
す
る
学
生
も
、ま
ず

仕
事
量
の
多
さ
に
圧
倒
さ
れ
て
「
先
生
も
う
、

限
界
で
す
」っ
て

（笑）
。
彼
ら
に
と
っ
て
は
ま
さ
に

ギ
リ
ギ
リ
の
状
態
な
ん
で
し
ょ
う
け
ど
。そ
れ
で

も
今
ま
で
自
分
の
言
っ
た
限
界
を
乗
り
越
え
ら

れ
な
か
っ
た
学
生
は
い
な
い
し
、乗
り
越
え
る
こ

と
で
自
分
の
新
し
い
可
能
性
に
気
づ
い
て
い
く
面

が
多
々
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
も
フ
ェ
ス
の
魅
力
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
学
生
は
行
事
を
作
る
な
ど

応
用
の
機
会
を
ほ
と
ん
ど
持
っ
て
い
な
い
わ
け
で

す
か
ら
、す
べ
て
が
新
鮮
な
の
で
し
ょ
う
ね
。 

 

―
―
日
本
の
学
校
行
事
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
主
義
が
強

い
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、学
生
に
任
せ
る
、と

い
う
方
針
が
強
い
と
い
う
こ
と
で
す
か
？ 

 

●
竹
井
　
す
べ
て
任
せ
る
わ
け
で
は
な
く
、い
く

つ
か
ポ
イ
ン
ト
が
あ
っ
て
、安
全
面
や
教
材
研
究

は
特
に
重
視
し
て
指
導
し
て
い
ま
す
。
独
自
の

安
全
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
さ
せ
た
り
、企
画
の
中

身
や
教
材
研
究
の
内
容
に
つ
い
て
も
私
や
他
の

専
門
の
先
生
方
の
経
験
に
基
づ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
て
い
ま
す
。
自
由
に
企
画
、教
材
研
究
を

し
て
も
ら
う
ん
で
す
が
、ど
う
や
れ
ば
う
ま
く

い
く
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
必
要
に
応
じ

て
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
り
、教
え
た
り
し
ま
す
。

学
生
の
教
材
研
究
だ
け
で
は
必
ず
し
も
い
つ
も

う
ま
く
い
く
わ
け
で

は
な
い
。
来
て
も
ら
う

人
に
感
動
体
験
を
味

わ
っ
て
も
ら
う
た
め
に

は
ど
う
し
て
も
配
慮

が
必
要
な
の
で
、指
導

す
べ
き
と
こ
ろ
は
指

導
し
て
い
ま
す
。
サ
ジ

加
減
が
難
し
い
と
こ

ろ
は
あ
り
ま
す
け
ど
ね
。 

 

学
部
や
大
学
の
壁
を
越
え
た
、 

ひ
と
と
ひ
と
を
つ
な
ぐ
フ
ェ
ス
へ 

 

―
―
昨
年
、富
山
県
内
の
３
つ
の
国
立
大
学
が

統
合
し
、新
生
富
山
大
学
と
な
り
ま
し
た
。フ
ェ

ス
は
そ
れ
に
先
駆
け
て
、と
い
っ
て
い
い
の
で
し
ょ

う
が
、３
大
学
の
学
生
だ
け
で
な
く
、他
に
も
い

ろ
ん
な
団
体
が
参
加
し
て
い
ま
す
。い
ろ
ん
な
人
々

を
実
に
自
然
に
巻
き
込
ん
で
い
ま
す
よ
ね
？ 

 

●
竹
井
　
基
本
的
に
、義
務
で
や
っ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
と
い
う
の
が
あ
る
ん
で
し
ょ
う
ね
。
日

頃
関
心
の
あ
る
こ
と
を
ベ
ー
ス
に
人
が
集
ま
り

企
画
を
ま
と
め
て
い
く
と
い
う
や
り
方
を
や
っ
て

い
る
の
で
、次
第
に
学
部
の
壁
や
大
学
の
壁
を
乗

り
越
え
て
連
帯
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
印

象
が
あ
り
ま
す
。３
年
前
、高
岡
短
期
大
学
、富

山
医
科
薬
科
大
学
と
一
緒
に
始
め
た
時
も
、統

合
す
る
と
い
う
話
は
始
ま
っ
て
ま
し
た
。フ
ェ
ス

の
場
合
、呼
び
か
け
す
る
の
を
統
合
ま
で
待
つ
理

由
は
な
い
で
す
か
ら
。そ
う
い
う
「
助
走
」
期
間

が
あ
っ
た
せ
い
か
、今
回
は
医
学
部
医
学
科
の
学

生
で
組
織
す
る
国
際
医
療
研
究
会
が
「
ぬ
い
ぐ

る
み
病
院
」
と
い
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、附
属
幼
稚
園
と
の
関
わ

り
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
医
者
の
卵
で
あ
る
学

生
が
、お
医
者
さ
ん
、看
護
師
さ
ん
役
に
な
っ
て
、

ぬ
い
ぐ
る
み
に
医
療
行
為
を
す
る
、そ
し
て
子
ど

も
た
ち
の
医
療
に
対
す
る
関
心
を
高
め
よ
う
、

と
い
う
ま
じ
め
な
コ
ン
セ
プ
ト
で
す
。い
ず
れ
に

せ
よ
、「
義
務
」で
は
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
が
良
い

関
係
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
ね
。
お
互
い
の
ニ

ー
ズ
と
シ
ー
ズ
が
合
致
す
る
と
こ
ろ
で
や
る
の
が

大
事
で
す
。
ま
た
、今
年
は
、経
済
学
部
の
学
生

た
ち
も
自
ら
参
加
を
表
明
し
て
く
れ
て
、有
り

難
い
こ
と
で
す
。 

 

大
学
、学
生
、地
域
で
つ
く
る 

”ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
バ
ラ
ン
ス
“ 

 

―
―
当
初
の
モ
チ
ー
フ
は
旧
教
育
学
部
、人
間

発
達
科
学
部
が
主
体
の
行
事
で
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
に
な
る
の
で
す
が
、幅
広
く
学
術
的
内
容

を
地
域
に
還
元
す
る
主
旨
を
持
つ
意
味
で
は
、

「
全
学
」
的
な
要
素
が
強
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
ね
。

複
数
の
先
生
か
ら
「
親
子
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
ゼ
ミ

の
学
生
を
参
加
さ
せ
た
ら
面
白
い
と
思
っ
て
い
る

の
だ
け
ど
、具
体
的
に
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
」

と
質
問
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

●
竹
井
　
そ
う
で
す
ね
。
先
ほ
ど
の
医
学
部
医

学
科
の
学
生
さ
ん
た
ち
の
企
画
も
、実
は
誰
か

が
声
を
か
け
た
の
で
は
な
く
、自
主
的
に
参
加

の
申
し
出
が
あ
っ
た
ん
で
す
。
あ
と
、経
済
学
部

経
営
学
科
の
学
生
さ
ん
た
ち
か
ら
も
自
主
的
な

企
画
の
申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
。
全
学
部
に
ビ

ラ
を
ま
い
た
り
は
し
た
の
で
す
が
、そ
れ
に
積
極

的
に
応
え
て
く
れ
る
学
生
が
広
が
っ
て
い
る
の
は

確
か
で
す
。
以
前
か
ら
児
童
文
化
研
究
会
の
参

加
が
あ
っ
た
の
で
、そ
こ
に
所
属
し
て
い
る
多
様

な
学
部
の
学
生
が
参
加
し
て
い
た
と
い
う
の
は

あ
り
ま
し
た
が
。い
ず
れ
に
せ
よ
強
く
参
加
を

要
請
す
る
と「
義
務
的
」
な
印
象
が
強
く
な
っ
て

い
け
な
い
の
で
、そ
こ
は
注
意
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
参
加
は
自
由
で
す
。
企
画
を
た
て
る
と
い
う

意
思
表
示
を
し
て
定
例
の
会
議
に
出
て
も
ら
え

ば
、す
ぐ
に
要
領
が
つ
か
め
る
と
思
い
ま
す
よ
。 

 

―
―
最
後
に
、今
後
の
課
題
と
し
て
は
、ど
ん
な

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。 

 

●
竹
井
　
ま
ず
予
算
で
す
が
、毎
回
、赤
字
運

営
な
ん
で
す
。ビ
ラ
の
作
成
配
布
、会
場
設
営
、

報
告
書
づ
く
り
な
ど
、手
作
り
の
行
事
と
は
い

え
、ど
う
し
て
も
お
金
は
か
か
り
ま
す
。
大
学
の

真
価
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
の
行
事
な
の
で
、

「
安
か
ろ
う
悪
か
ろ
う
」で
は
ど
う
し
て
も
ダ
メ

な
ん
で
す
。
今
年
の
企
画
数
も
昨
年
よ
り
も
増

え
て
、２０
以
上
も
の
企
画
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

来
場
者
数
に
あ
わ
せ
て
企
画
を
増
や
し
て
い
る

の
で
、だ
ん
だ
ん
厳
し
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
の
が

現
状
で
す
。 

　
そ
れ
で
も
、こ
の
行
事
は
続
け
る
価
値
が
高
い

と
思
い
ま
す
。の
べ
来
場
者
数
は
年
々
２０
％
の
増

加
で
す
【
図
】
。
確
か
な
理
由
は
つ
か
め
て
い
ま

せ
ん
が
、二
点
ほ
ど
あ
る
と
思
い
ま
す
。一つ
は
、

単
位
履
修
の
よ
う
に
「
義
務
的
」
な
活
動
で
は

な
い
こ
と
。そ
れ
を
常
に
強
調
し
て
い
る
こ
と
が

良
い
行
事
に
仕
上
が
る
た
め
の
基
本
に
な
っ
て
い

る
点
。二
つ
目
は
、「
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル・バ
ラ
ン
ス
」

を
意
識
し
て
進
め
て
い
る
か
ら
成
長
す
る
と
い

う
面
で
す
。つ
ま
り
、大
学
、学
生
、地
域
の
人
々

に
は
、そ
れ
ぞ
れ
に
ニ
ー
ズ
と
シ
ー
ズ
が
あ
り
ま

す
。こ
れ
が
合
致
し
た
と
こ
ろ
で
は
じ
め
て
企
画

が
成
立
し
ま
す
。
確
か
な
手
ご
た
え
を
感
じ
た

学
生
は
や
る
気
が
出
ま
す
。
そ
ん
な
活
躍
ぶ
り

を
大
学
も
理
解
し
て
、こ
の
行
事
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
く
れ
る
。
す
る
と
行
事
の
規
模
が
拡
大
し
、

質
も
高
く
な
る
の
で
来
場
者
も
増
え
る
。
そ
ん

な
循
環
関
係
を
私
は「
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル・バ
ラ
ン

ス
」
と
よ
ん
で
行
事
を
評
価
す
る
指
標
に
し
て
い

る
ん
で
す
。 

 

―
―
そ
う
で
す
か
。
楽
し
い
催
し
で
す
が
、そ
の

背
後
に
と
て
も
よ
く
考
え
ら
れ
た
教
育
事
業
、

地
域
貢
献
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
実

感
で
き
ま
し
た
。
興
味
深
い
話
を
聞
か
せ
て
い
た

だ
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

（
聞
き
手 : 

仲
嶺 

政
光
） 

   

富山大学  親子フェスティバル2006
日時／11月4日（土）10：00～17：00　5日（日）10：00～16：00 
場所／富山大学五福キャンパス 
主催／富山大学　後援：富山県教育委員会・富山市教育委員会 

十分な駐車場がありません。できるだけ公共交通機関を利用してご来場いただくようお願いします。 

学ぼう。遊ぼう。体験しよう。 
11／４（土）・５（日）は、五福キャンパスに集合！ 
 
 「親子フェスティバル」には、親子活動体験プログラムがいっぱい！　 

「ものづくり」「科学遊び」「マルチメディア体験」「身体運動」をテーマに 

さまざまなプログラムを用意しています。 

幼稚園の子どもたちから、小中学生（もちろん高校生も！）、 

そしてお父さんやお母さん（もちろん、おじいちゃん、おばあちゃんも！）、 

みんな一緒に楽しく学び、体験しませんか？ 

入場無料 

みどころチェック！ 

Toms Press
,

Toms Press
,

 Tom's   クローズアップ 

親子フェスティバルスタッフ、随時募集中 
子どもと関わるのが好きな人、充実感や達成感を味わいたい人、一緒に活動しませんか！ 

■問合せ　oyafes2006@hotmail.co.jp　090-1391-3252（本部：茂 正敏） 

お知らせ 
 

どこ行く？  
なにする？ 
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メタボリックシンドローム 
～内臓脂肪 の 肥満は、万病 のもと～  

　戦後、日本人の食生活が欧米化し、また、自動車の保有率が増える（運動不足）とと

もに、糖尿病など生活習慣病の患者数が激増（表１）。その結果、脳血管障害や虚血

性心疾患など、いわゆる動脈硬化性疾患が増加しています。一方、保健衛生の改善

や医療の進歩に伴い、日本人の平均寿命は男性女性共に世界一となり、高齢化社会

が加速化しています。このことはすなわち、脳血管障害や虚血性心疾患に罹患した

高齢者が多くなっていることを示しており、実際、ねたきりになった患者数が増加し

ているのが現状です。したがって、高齢者になっても日常生活が自立してできる百寿

者になることが大切であり、そのためには生活習慣病の予防がきわめて重要です。 

 

　主な生活習慣病は（表１）に示したとおりですが、最近話題になっているのは、肥満、

特に内臓脂肪肥満に基づくメタボリックシンドローム（表２）という病態です。臍周囲

径が基準値以上であるということは、内臓脂肪が増えていることを意味します。最近

の研究で、脂肪細胞は単に過剰のエネルギーを蓄える貯蔵細胞としてだけでなく、様々

なホルモンを分泌して生体機能を調節するきわめて重要な役割を果たしていること

が明らかとなってきました。そして、内臓脂肪は、皮下脂肪に比べて細胞が大型化し

ており、この大型化内臓脂肪細胞から、糖尿病、高血圧、高脂血症や動脈硬化などの

原因となる悪玉ホルモン（TNF-αやPAI-１など）が大量に分泌されるようになるの

です。従って内臓脂肪肥満状態が続くと、生活習慣病である糖尿病や高血圧、高脂血

症が重複して発症し、心筋梗塞や脳梗塞などを発症させることになります。 

 

　メタボリックシンドロームを予防するには、まず、肥満を解消することがきわめて

重要です。内臓脂肪の蓄積は比較的短期間で減少することがわかっていますので、

過食を控え（特に飽和脂肪と砂糖の制限）、歩行運動（食後30分から１時間で開始し、

20～30分間歩行する）を励行すれば、適正体重（表３）が維持され、内臓脂肪が減

少し、メタボリックシンドロームはきっと予防できるはずです。禁煙ともに、日々の生

活習慣を改善し、百寿者をめざして元気に過ごしましょう。がん検診も忘れずに！ 

富山大学附属病院　代謝・内分泌内科　診療教授　浦風 雅春 

 表１  我が国における生活習慣病患者の推定人数 

約3300万人 

約2500万人 

約2100万人 

約1620万人 

約600万人 

約60万人 

病　　　名 

高　血　圧 

肥　　　満 

高 脂 血 症 

糖　尿　病 

高尿酸血症 

痛　　　風 

人数 

適正体重（kg）＝身長（m）2×22 
150cmの適正体重＝1.5×1.5×22＝49.5（kg） 

体格指数（BMI）＝体重（kg）÷身長（m）2 
150cmで60Kgの体格指数＝60÷1.5÷1.5＝26.7

 表３　適正体重と肥満の判定 

肥満の判定 

BMI 18.5未満 18.5～24.9 25～29.9 30～34.9 35～39.9 40以上 

判定 低体重 普通体重 肥満1度 肥満２度 肥満３度 肥満４度 

 表２  メタボリックシンドロームの診断基準 

臍周囲径　男性 ≧ 85cm、　女性 ≧ 90cm 
上記に加え以下のうち2項目以上 

１）中 性 脂 肪 ≧ 150mg/dL　かつ/または 
　  HDLコレステロール ＜ 40mg/dL 
２）収縮期血圧 ≧ 130mmHg　かつ/または 
　  拡張期血圧 ≧ 85mmHg 
３）空腹時血糖 ≧ 110mg/dL

H e l l o

　
右
側
の
写
真
は
、富
山
大
学
・
杉
谷（
医

薬
系
）キ
ャ
ン
パ
ス
の
薬
学
研
究
棟
前
に
保

存
さ
れ
て
い
る
官
立
薬
学
専
門
学
校
門
柱

と
県
立
薬
学
専
門
学
校
門
柱（
と
も
に
平

成
１３
年
、五
福
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
移
設
）で
す
。

ま
た
左
側
の
写
真
は
、
広
貫
堂
（
富
山
市

梅
沢
町
）前
の
共
立
富
山
薬
学
校
跡
に
あ

る
石
碑
で
す
。
昭
和
４０
年
に
創
立
７５
周
年

記
念
と
し
て
石
碑
が
建
立
さ
れ
、官
立
薬

学
専
門
学
校
の
別
の
門
柱
一
本
が
用
い
ら
れ

ま
し
た
。
ほ
ぼ
当
時
の
ま
ま
で
保
存
さ
れ
、

｢

富
山
薬
学
教
育
の
発
祥
地｣

と
記
さ
れ
て

い
ま
す
。 

　
富
山
大
学
薬
学
部
は
、明
治
２６
年（
１
８

９
３
）、広
貫
堂
前
に
創
立
さ
れ
た
共
立
富

山
薬
学
校
を
出
発
点
と
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
後
富
山
薬
業
学
校
と
な
り
、市
、県
と

組
織
が
移
管
さ
れ
、校
舎
は
広
貫
堂
前
か

ら
現
在
の
富
山
市
総
曲
輪
・
山
王
町
に
移

り
ま
し
た
。
大
正
９
年
に
は
官
立
富
山
薬

学
専
門
学
校
が
全
国
に
先
駆
け
て
発
足
し
、

現
在
の
奥
田
寿
町
公
園
付
近
一
帯
に
新
校

舎
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
空
襲
で
校
舎
が
消

失
し
た
際
は
、富
山
薬
窓
会（
薬
学
部
の
同

窓
会
）を
中
心
に
各
方
面
か
ら
の
温
か
い
援

助
に
よ
っ
て
昭
和
２２
年
春
に
復
興
。
昭
和
２４

年（
１
９
４
９
）の
富
山
大
学
発
足
時
に
は

薬
学
部
と
し
て
昇
格
し
、大
学
事
務
局
本

部
も
奥
田
に
あ
り
ま
し
た
。
旧
富
山
大
学

薬
学
部
が
五
福
地
区
に
引
っ
越
し
し
た
の
は
、

昭
和
３９
年（
１
９
６
４
）で
す
。 

　
そ
し
て 

昭
和
５０
年（
１
９
７
５
）
１０
月
、

富
山
市
杉
谷
に
富
山
医
科
薬
科
大
学
が
設

立
さ
れ
る
際
、旧
富
山
大
学
薬
学
部
と
和

漢
薬
研
究
所
が
分
離
・
移
転
し
ま
し
た
。
昨

年
１０
月
、県
内
国
立
３
大
学
の
統
合
は
記

憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
よ
う
に
学

校
の
名
称
・
所
管
・
所
在
地
は
変
遷
を
遂
げ

ま
し
た
が
、薬
学
部
１
１
３
年
の
歴
史
と
江

戸
時
代
か
ら
続
く
「
く
す
り
の
富
山
」
を
絶

や
す
こ
と
が
な
い
よ
う
、学
生
・
教
職
員
一
丸

と
な
っ
て
医
療
人
育
成
・
先
端
研
究
に
ま
い

進
し
て
い
き
ま
す
。
　
　
　
　
　 （

岩
島 

誠
）  

高
校
生
の
皆
さ
ん
へ 

 

　
高
校
の
時
、他
の
学
部
を
希
望
し
て
い
た
私
に
、

進
路
指
導
の
先
生
か
ら
「
富
山
医
科
薬
科
大
学

の
薬
学
部
を
受
験
し
て
み
な
い
か
」
と
薦
め
ら
れ

た
の
が
き
っ
か
け
で
、現
在
の
私
が
あ
り
ま
す
。
最

初
は
医
療
に
あ
ま
り
興
味
の
な
い
ま
ま
進
学
し

た
の
で
す
が
、学
生
時
代
に
医
学
部
の
学
生
ら
と

共
に
学
び
遊
ぶ
こ
と
に
よ
り
、自
然
と
医
療
連
携

の
基
礎
が
培
わ
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

　
大
学
院
で
は
薬
の
作
用
様
式
を
研
究
し
て
お

り
、企
業
の
研
究
所
に
就
職
す
る
予
定
で
し
た
が
、

い
つ
の
こ
ろ
か
ら
か
自
分
の
研
究
し
て
い
た
こ
と
が

ど
の
よ
う
に
臨
床
の
現
場
で
役
立
っ
て
い
く
の
か

に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、病
院
に
就
職
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
今
は
、一
緒
に
学
ん
だ
医
師
た

ち
と
協
力
し
合
い
、患
者
さ
ん
と
一
緒
に
病
気
に

立
ち
向
か
う
医
療
の
大
切
さ
と
難
し
さ
を
味
わ
っ

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
特
徴
あ
る
本
校
の
医
療
連

携
環
境
下
で
学
び
、医
療
の
現
場
に
飛
び
込
ん
で

来
て
く
だ
さ
い
。 

山本　千紘 
富山大学附属病院　助産師 
平成１３年３月　富山県立魚津高等学校卒業 

平成１７年３月　富山医科薬科大学医学部看護学科卒業 

三村　泰彦 
富山大学附属病院　薬剤部副部長 
昭和５１年３月　富山県立富山東高等学校卒業 

昭和５５年３月　富山医科薬科大学薬学部卒業 

私
が
助
産
師
に
な
っ
た
理
由 

 

　
私
が
助
産
師
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
理
由
は
単

純
で
、「
人
が
生
ま
れ
る
瞬
間
に
立
ち
会
い
た
い
」

と
思
っ
た
か
ら
で
す
。「
大
学
に
行
っ
た
ら
一
人
暮

ら
し
は
し
た
い
け
ど
、実
家
に
す
ぐ
帰
れ
る
と
こ

ろ
が
い
い
な
」
と
も
思
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、私
が

医
薬
大
の
看
護
学
科
に
進
学
し
、助
産
学
科
を

専
攻
し
た
の
は
自
然
な
流
れ
で
し
た
。 

　
助
産
専
攻
で
勉
強
し
て
い
く
う
ち
に
お
産
の

怖
さ
を
知
り
ま
し
た
。
医
療
技
術
が
進
ん
だ
現

代
で
も
周
産
期
に
亡
く
な
る
母
子
が
い
る
の
で
す
。

『
お
産
は
め
で
た
い
こ
と
』
と
思
っ
て
い
た
私
に
は

衝
撃
的
で
、「
周
産
期
管
理
を
し
て
い
る
産
科
病

棟
で
働
き
た
い
」
と
思
い
、大
学
病
院
に
就
職
し

ま
し
た
。 

　
実
際
に
就
職
し
て
か
ら
は
、誰
も
が
感
じ
る
こ

と
で
す
が
、「
私
な
ん
か
に
は
勤
ま
ら
な
い
！
」
と

何
度
も
思
い
ま
し
た
。
さ
す
が
は
大
学
病
院
、緊

急
帝
王
切
開
や
母
体
搬
送
が
多
く
忙
し
い
の
で
す
。

し
か
し
、「
辞
め
る
っ
て
言
い
た
い
け
ど
言
え
な
い
！
」

な
ど
と
思
っ
て
い
る
う
ち
に
月
日
は
流
れ
、今
も

助
産
師
を
続
け
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
は
、時
間

や
優
先
度
を
考
え
て
行
動
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
こ
と
、先
輩
ス
タ
ッ
フ
や
患
者
さ
ん
と
の
ふ
れ

合
い
、廊
下
を
走
っ
て
い
る
と
窓
越
し
に
見
え
る
新

生
児
室
の
赤
ち
ゃ
ん
の
癒
し
効
果
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
病
院
で
働
い
て
い
る
と
、時
に
は
悲
し

い
出
来
事
も
あ
り
ま
す
が
、少
し
で
も
妊
婦
さ
ん

や
赤
ち
ゃ
ん
、婦
人
科
の
患
者
さ
ん
の
役
に
立
ち

た
い
と
思
う
の
で
、こ
れ
か
ら
も
助
産
師
と
し
て

働
い
て
い
き
た
い
で
す
。 

創立７５周年記念石碑 
奥は広貫堂（１８７６年創業） 

薬箱 Toms,

ハロー先輩 

官立薬学専門学校門柱（左）と 
県立薬学専門学校門柱（右） 

学 
内 

探 

訪 

門
柱  

〜
薬
学
部
の
略
歴
〜 

Toms Press
,

Toms Press
,

富山大学にある宝物「ヘルン文庫」を知っていますか？　五福キャンパスの中央図書館の一室に小泉八雲の蔵書が

大切に保管されております。この貴重なコレクションが、なぜ、どのようにしてここにあるのか、どのような内容なのか・・・

知りたいと思いませんか？　是非この機会にツアーに参加いただき、ヘルン文庫の由来等々を見聞きしてください。 

ヘルン文庫見学ツアー参加者募集のご案内 

I n f o r m a t i o n

主 催  

期 日  

日 程  

 

募集人数 

参 加 費  

申込方法 

 

問合せ先 

富山八雲会、（共催）富山大学、富山国際大学 

１１月２５日（土） 

１０：００ 富山駅北口集合（バスで移動）→ヘルン文庫見学（富山大学）→昼食（カナル会館）→馬場記念

公園（富山市蓮町）→馬場邸見学（富山市東岩瀬）１５：４０ 現地解散 

４０名 

一般２,５００円、富山八雲会会員２,０００円（昼食代込み） 

往復はがきに住所、氏名、連絡先、富山八雲会会員か否かを明記の上、 

　〒９３０-１２９２ 富山市東黒牧６５－１　富山国際大学内　富山八雲会事務局　まで郵送 

富山八雲会事務局長（富山国際大学教授）　高成 玲子　TEL０７６（４８３）８０００ 
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あつら 

３大学の再編・統合により、富山大学は日本海側でも有数の大規模な総合大学となりました。同時にぐっと多様になった富山大
学の姿やその可能性を、広くタイムリーにお知らせすべく誕生したのが、この広報誌 Tom's Press（トムズ プレス）です。
新大学発足を特集した創刊号・第２号に続き、第３号以降の編集方針や内容については、旧富山大学の広報誌 Tom's Magazine

をご愛読くださった皆様のご協力のもとアンケート調査を実施し、大いに参考とさせていただきました。この場を借りて深く感謝
申し上げます。
編集チームの合い言葉は「ヒトが見える、顔が見える」、そして「わかる！楽しい！元気になる！」です。大規模な大学だからこそ、

大学に集う一人ひとりの魅力や個性をいきいきと伝えること。幅広い読者の皆さんにとって読みやすく、楽しい誌面にすること。
そして多くの方が参加可能な大学の行事や生活情報についても発信し、伝え手・読み手の双方がもっと元気になれること。それが
私たちの目標です。
今回からはアンケートはがきを綴じ込んでおります。ご感想や今後の誌面へのリクエストなど、是非お気軽にお寄せください！

（林 夏生）


